
三角形の外接円と内接円の半径を含む公式
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　において，頂点，，における内角を，，，対辺の長さを

，，，外接円の半径を，内接円の半径を，面積をとする。
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　前式は次式のように変形できる。

　　　　　

の辺，，の中点をそれぞれ，，とする。

が鋭角三角形のとき
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同様にして　，

が鈍角のとき
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これらをまとめると，次のことがいえる。

　　　が鋭角三角形のとき　

　　　が鈍角のとき　　　　　

　これを用いると次の定理が証明できる。

丸山良寛の定理：四角形が円に内接するとき，，，，の

　内接円の半径をそれぞれ  ，  ，  ，  とおくと　        　が成り立つ。

　丸山良寛は江戸時代の和算家
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証明　，，，，，の中点を

　それぞれ，，，，，とする。

　図１において，が鈍角であることを

　考慮すると

　　　　　  

　　　　　  

　図２においても同様にして

　　　　　  

　　　　　  

　したがって　        　　　証明終

　この定理は明治時代に三上義夫によって次のように一般化されたが，証明は同様である。

「円に内接する任意の多角形において，頂点を通る弦で分けられるすべての三角形の内接円の半径

　の和は，どの頂点に関しても等しく一定である。」


